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新潟市中之口農業体験公園管理 事業計画書 

                              平成 25 年 4 月 1日 

施設名  新潟市中之口農業体験公園 

団体名  はざなみき中之口 

団体所在地  新潟市西蒲区東小吉７７５番地１ 

代表者名  山澤 啓一郎 設立年月日 H23 年 9 月 20 日 

電話番号  025-375-2505 

ＦＡＸ番号  025-375-2585  

Ｅメール  nknkcnoutaikouen@sage.ocn.ne.jp 

 

新潟市中之口農業体験公園運営上の基本方針 

 中之口農業体験公園の運営にあたって下記の基本方針に基づいて実施する。 

  ふるさと「なかのくち」が、将来にわたり暮らしやすく活力に満ちた魅力ある地域

であるため、中之口のもつ美しい農村風景や伝統文化などの地域資源を最大限に活か

した各種事業を展開し、都市との交流や農村を中心とする産業を支援する。 

ここに暮らす人々と力を合わせ、誇りの持てるいきいきとした地域づくりと「農業

体験」に特化した施設として、分かりやすい農業体験及び情報を発信する仕組みや季

節感のある地域の魅力を生かしたイベント企画、農産物の PR など、いつでも賑わい

の場を創出し、誘客につなげる。これらにより他施設にない特長をもった中之口農業

体験公園を運営する。 

 

 ① 施設管理については、利用者が平等かつ公平に利用ができるように配慮し、工夫に

心がける。 

② 施設の管理運営に当っては、施設の効用を最大限に発揮できるように努めるととも

に、管理経費の節減が図られるように最大限努力する。 

③ 施設の管理者として、常に安全管理・衛生管理に配慮するとともに、緊急時における

連絡体制づくりを徹底する。 

④ 施設利用者の利便性向上のために、職員研修等（接客・消防訓練）を実施し、サービ

ス体制の充実を図る。 
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中之口農業体験公園の経営方針 

・  ①施設を有効に活用した農業体験や講習会を開催し積極的な稼働に努める。 

・  ②地域の交流拠点として、特産物の販売や宣伝に努める。 

・  ③利用者の便益を図る物産の販売を行う。 

・  ④新潟市西蒲区ならではの食材を利用した情報を提供する。 

・  ⑤地域の活性化を図る観点から、地域の農業・商業・各種団体との連携に努める。

 

農業体験推進事業の実施方針・概要 

【実施方針と実施概要】 

・   農業体験の施設や機能を十分活用し、多種多様なイベント及び講習会を開催し、農

業体験の場を提供します。 

・   地域の魅力及び農物産の栽培方法や日常管理の情報提供に努めます。 

・   来館者にアンケートを実施し、常に利用者の声を聞き、適切な施設管理・運営に反

映させます。 

【農業体験推進事業の具体的な提案】 

地域の持つオリジナル性（水田・畑地・果樹畑・伝統など）を生かした事業を展開し、

地元の伝統芸能や文化の伝承・保存をはかりながら来場者に体験を提供します。 

１．作物栽培教室事業(春・夏・秋・冬越し作物の栽培ポイントを学ぶ。) 

２．体験農園事業「普通畑」(スィートコーン・枝豆の播種、植付け・管理作業・収

穫体験など) 

３．体験農園事業「普通畑」(トマト・なすの植付け作業・管理作業・収穫体験、 

【週末体験】     漬物体験、梨・ぶどうの収穫体験) 

４．体験農園事業「普通畑」(白菜・キャベツの植付け作業・管理作業・収穫体験な

ど) 

５．体験農園事業「普通畑」(レタス・冬菜の植付け作業・管理作業・収穫体験など)

６．体験農園事業「普通畑」(たまねぎの植え付け作業・管理作業・収穫体験など))

７．体験農園事業「水田」(田植え・管理作業・ハザ作り・稲刈り、ハザ架け、 

             収穫体験など) 

８．伝統の文化を活用したＰＲイベント(まゆだま飾りほか) 

９．地域の魅力を活用したＰＲイベント（地場産農産物等の情報発信、直売所など）

  １０．施設のＰＲを図るためのＰＲイベント（農業体験公園１周年祭など） 
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平成２５年度事業計画 

体験しやすい農業情報を発信し、地域の魅力を生かしたイベントの実施、企画、特産

品のＰＲなどオリジナル性を持って、その都度、賑わいの場を創出し来場者の増加に

つなげる。 

事業計画 

【農業体験事業】 

５月 体験農園（スィートコーン・枝豆栽培）苗植付け・管理・収穫など 3 回体験 

募集人数１０人×３回＝３０人（延べ人数）

５月 体験農園（スィートコーン・枝豆栽培）播種・管理・収穫など 3 回体験 

募集人数１０人×３回＝３０人（延べ人数）

５月 体験農園（水稲栽培）田植え・管理・稲刈りなど 3 回体験 

募集人数５０人×３回＝１５０人（延べ人数）

５月 体験農園[週末体験]（トマト・なす栽培）植付け・管理・収穫、漬物体験、 

梨・ぶどうの収穫体験       募集人数２０人×１０回＝２００人（延べ人数）

８月 体験農園（白菜・キャベツ栽培）植付け・管理・収穫など３回体験 

募集人数１０人×３回＝３０人（延べ人数）

９月 体験農園（レタス・冬菜栽培）植付け・管理・収穫など３回体験 

募集人数１０人×３回＝３０人（延べ人数）

１０月 体験農園（タマネギ栽培）植付けなど（２５年度：１回、２６年度：２回・３回）

募集人数２０人×１回＝２０人（延べ人数）

募集人数計 １３０人   延べ人数計    ４９０人

 

【施設ＰＲ業務】 

７月 中之口農業体験公園１周年祭                    ３５０人 

１０月 収穫祭                             ３５０人 

１２月 クリスマスリース作り                       １０人 

１２月 門松作り                             １０人 

１月 まゆ玉飾り                             １０人 

４月～３月 地場産農産物等ＰＲ事業及び公園集客イベント         ５５０人 

                               計  １，２８０人 
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【教室及び相談・指導事業】 

・春作物栽培教室 ・秋作物栽培教室 ・越冬作物栽培教室 

４月～３月 野菜作りに関する相談・指導 

                               計    ２００人 

合 計   １，９７０人 

 

平成 25 年度～28 年度（4 年間）来場者目標と来場者対策 

１．年度別来場者目標 

    平成２５年度 施設来場者 19,000 人  うち 体験教室など参加者 1,970 人 

平成２６年度 施設来場者 21,000 人  うち 体験教室など参加者 2,000 人 

平成２７年度 施設来場者 23,000 人  うち 体験教室など参加者 2,000 人 

平成２８年度 施設来場者 25,000 人  うち 体験教室など参加者 2,000 人 

２．集客対策 

前述の「平成 25 年度事業計画」を基に毎年度の事業計画の充実を図り，農業体験情

報を発信する。また、農産物・特産品の情報と併せ、さらに施設機能を有効に活用

したＰＲに努め、農業体験公園の利用者の増加を図ります。 

 

 

管理経費削減の取組み 

・  管理運営上コスト削減を図るため、次の２点、人件費と管理費について下記の通り実施

します。 

・ ①人件費 

・  人件費については、施設の管理に適正な人員配置と効率的な勤務体制に努め人件費の削

減に努める。 

②管理費 

管理費については、光熱水費の電気・ガス・上下水道費などの経費節減に努める。 

また、公園管理経費についても農業体験公園の特殊性を考慮しつつ管理経費について

も節減を図る。 

 

 

 

 



 - 5 -

個人情報の保護関係 

１．個人情報の保護方針 

 新潟市個人情報保護条例を準用し適正に対応する。 

・  施設職員に対する個人情報保護教育を行い、中之口農業体験公園の管理に関する協定書

はもとより、各種の法令を尊守するとともに守秘義務を徹底する。 

・  職員に個人情報の基本を教育し、関係書類などの漏えい防止に務める。  

・  

２．個人情報の管理 

(1)管理体制 

   総括責任者         現場責任者       職  員 

   （理事長）         （施設場長） 

(2)個人情報の範囲 

  利用者申込書等施設管理に当たり、利用者が記入した全ての書類及び電話受付・来場

等で得た全ての情報。  

(3)利用の制限 

  前(2)により知り得た個人情報は、中之口農業体験公園の利用、施設管理以外は利用し

ない。 

３．個人情報の取扱い 

 (1)施設管理に当たり保有した個人情報は、漏えい・改ざん・滅失及び、棄損の防止の徹

   底を図る。 

 (2)施設の管理業務に従事している者又は従事していた者は、その業務に関し知り得た情

   報をみだりに他人に知らせ、又は不当な目的に使用しない。 

４．その他 

  指定管理者として、施設の管理にかかる情報を適正に管理する。 

 

環境保護関係 

・ごみは、新潟市の１０種１３分別に区分し、リサイクルできる資源ごみ・燃やすご

み・燃やさないごみの分別を徹底する。 

  ・ごみを出さない事業運営やイベントの開催に努める。 

・   ・リサイクル製品の利活用に努める。 
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人材育成関係 

 ・ 施設利用者のサービス向上・職員の資質向上を図るとともにサービス体制の充実，

施設の安全・衛生管理を図れるように下記のとおり研修を実施する。 

① 毎週の朝礼で職員全員による接遇・挨拶の励行。 

② 類似施設の管理運営視察研修を実施する。 

③ 年 2 回の消防避難訓練を実施するとともに、事故・災害時には対応マニュアルに

基づき行動し、来場者や職員の人命の安全・二次災害の防止に努める。 

 

 

要望・苦情対応 

１． 対処方法の基本 

(1)利用者とのトラブルを未然に防止するため、職員研修等による接客マナーの向上を図

る。 

(2)トラブルの発生原因となる施設設備の不備・損傷の点検・整備により、未然防止を図る。

２． 対応フロー 

 

  利用者      職 員      現場責任者      総括責任者 

                    （施設場長）        （理事長） 

 

 

 

                                 関係機関 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

陳謝・説明 

苦情・要望 

指示・指導

報告 

指示・指導

報告 

必要により報告 指示・指導
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緊急時対策 

 

１．災害発生時及び事故発生時の対応 

           連絡         通報     西蒲警察署（消防） 

  災害（事故）        事務所        

   発生        連絡 避難等指示   報告    新潟市西蒲区役所 

               （放送等） 

               職 員           来場（園）者 等 

                      避難誘導 

２．事故防止の方策 

 (1)施設管理・運営に当たっては、地元西蒲警察署（消防等）はもとより、警備会社・新

潟市との連携を密にして事故の未然防止に努める。 

 (2)年 2 回の消防避難訓練を実施するほか、各種会議を開催する折、事故防止に関する意

識の啓発に努める。 

 

３．緊急時の連絡体制 

 【運営管理時間内】 

  職 員       施設場長         西蒲警察署（中之口駐在所） 

                         西蒲区役所産業観光課 

                         関係機関（消防署等） 

 

【管理運営時間外】 

 警備会社      施設場長          各担当者 

                         西蒲警察署（中之口駐在所） 

                         西蒲区役所産業観光課 

                         関係機関（消防署等） 

【火災発生時】  自衛消防隊を組織し、緊急時に対応する。 

 

    自衛消防隊長       避難誘導係  事務職員１名 

    （場長）指揮        消 火 係  施設管理員２名 

    通報連絡係           

                      



 - 8 -

職員の配置（職種，人数，雇用形態，資格，技能，経験など） 

 はざなみき中之口の組織 

理事長  施設場長  経理事務係  

           正職員         臨時職員 

 

                     企画係    企画・イベント担当 

                             臨時職員 

                     管理係     

                            施設管理担当 

                             臨時職員 

 

  施設の管理運営は、それぞれ担当者が中心となって行うが、来場者の状況により職員

全員が協力体制をとる。 

 

 

効率的な事業計画（周辺施設との連携） 

・   周辺施設の紹介を積極的に行い公園来場者の増加に努め周辺地域の活性化を図りま

す。澤将監の館、新潟市岩室観光施設、新潟市食育・花育センター、越後中央農業協同

組合中之口支店等と効果的な連携を図る。また、施設機能を十分に活用したイベントや

教室・講座を開催する。 

 

 

農業体験への取組み 

農業体験公園という特殊性から中之口地域との連携・協力による活動はもとより、

中之口のもつ農村風景や伝統文化など地域資源を活用した各種事業を実施する。 

また、新潟市食育・花育センターなど市内の関連施設や行事情報、「農業」に特化

した施設として、分かりやすい農業体験情報を発信する仕組みづくりをする。 

また、都市との交流や農業を中心とする産業支援をすることで施設の利用者増加を

図り地域の活性化に努める。さらに、地域の魅力を活かした季節感の演出、イベント

の企画充実などを図る。 
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施設のＰＲ 

事業の充実を図り、農業体験事業の開催や農業イベント情報の発信、特産品の紹介な

ど施設機能の利用ＰＲに努める。 

ＰＲの方法は、新聞・テレビ・ラジオなどの報道機関、区報や市報にいがた、ホーム

ページ等を活用して行う。 

イベントのチラシは事業ごとに、施設のＰＲはパンフレットにより年間を通して行う。

配置場所は、市の施設や周辺市町村などできるだけ多くの場所へ配置する。 

 

 

管理事業の取組み 

施設管理にあたっては、下記の基本方針に基づいて実施する。 

① 施設管理については、施設利用者が平等かつ公平に利用ができるように配慮、

工夫に心がける。 

② 施設管理運営に当っては、施設の効用を最大限に発揮できるように努めるとともに、

管理経費の節減が図れるように最大限努力する。 

③ 施設の管理者として、常に安全管理・衛生管理に配慮するとともに、緊急時における

体制作りを徹底する。 

④ 施設利用者のサービス向上のために、職員研修等（接客・消防訓練）を実施し、サ

ービス体制の充実を図る。 

 

サービス内容（休館日、開館時間） 

(管理棟の休館日) 

   管理棟の休館日は、12月29日から翌年1月3日までとする。ただし、市長が特に必要

があると認める場合は、臨時にこれを変更することができる。 

 

(管理棟の開館時間) 

   管理棟の開館時間は，午前９時から午後５時３０分までとする。ただし、午後５時

３０分から午後９時３０分までの間における研修室の利用の許可をする場合は、午前

９時から当該利用の終了の時刻までとする。 

 


